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1日

国民安全の臼

2日　華夏至

7日　七夕の節句

〃　小暑

15日　盆

19日　家庭の日

20日　頁土用

〃　海の記念日

23日　大暑

調書の動き

がんお報町

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

期
　
間

一
、
趣
　
旨

社
会
を
明
る
く
す
る
連
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
轟
に
お
い
て
力
を

あ
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

き
づ
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
連
動
で
あ

る。二
、
重
点
目
標

自
七
月
一
日
　
至
七
月
三
十
一
日

「
暴
力
の
排
除
と
更
正
保
護
の
強
化
」

地
域
社
会
に
お
け
る
暴
力
排
除
の
漁
連

を
一
層
高
め
暴
力
犯
罪
、
と
く
に
組
織

暴
力
の
租
減
を
期
す
る
こ
と
と
し
、
あ

わ
せ
て
全
国
民
の
理
解
と
招
力
の
も
と

に
こ
れ
ら
の
粗
雑
暴
力
の
温
床
と
な
る

非
行
少
年
に
重
点
一
笛
冨
つ
つ
広
く
社

会
に
復
帰
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
対
す

る
更
生
保
渡
の
強
化
徹
底
を
は
か
る
も

の
と
す
る
。

夏
の
青
少
年
を
守
る
運
動

遠
賀
町
青
少
年
問
題
協
繊
会

期
同
　
日
七
月
二
十
日

至
八
月
三
十
一
日

夏
期
休
暇
も
迫
っ
て
く
る
と
と
も
に
海

水
浴
、
寧
山
な
ど
青
少
年
の
野
外
で
の

活
動
の
機
会
が
多
く
な
り
こ
れ
に
と
も

な
っ
て
疎
放
が
多
発
し
、
食
生
活
の
変

化
に
と
も
な
っ
て
健
康
を
害
す
る
こ
と

夏
　
の
　
防

も
多
く
な
り
勝
ち
な
の
で
、
こ
の
連
動

を
進
め
社
会
現
境
の
浄
化
苦
少
年
の
事

故
防
止
な
ら
び
に
非
行
防
止
を
は
か
り

本
町
哲
少
年
の
使
命
育
成
を
期
し
た

い
の
で
関
係
旗
閑
、
諸
団
体
、
町
民
の

皆
様
の
協
力
薫
願
い
し
ま
す
。

実
施
事
項

一
、
青
少
年
の
非
行
防
止

二
、
余
暇
利
用
の
善
導

三
、
青
少
年
の
事
故
防
止

水
、
交
通
の
密
教
防
止

1
　
水
泳
禁
止
区
の
立
札

2
　
街
頭
補
導
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）

四
、
「
シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド

遊
び
」
の
追
放

1
　
シ
ン
ナ
ー
等
の
接
着
剤
の
有
害

を
一
般
に
広
く
徹
底
さ
せ
る
。

2
　
青
少
年
に
な
る
べ
く
、
シ
ン
ナ

ー
類
を
売
ら
な
い
よ
う
協
力
を

求
め
る
。

3
　
補
導
活
動
の
強
化

4
　
問
題
少
年
の
補
導

犯
　
連
　
動

一
、
海
水
浴
地
籍
に
お
け

る
事
件
事
故
の
防
止

海
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
い
り
、
例
年
、

海
水
浴
鶉
に
お
い
て
は
、
瞳
引
や
車
上

狙
い
の
窪
砦
水
死
が
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
諸
点
に
注
意
し
よ
う
。

○
　
覆
い
」
子
供
さ
ん
か
ら
目
を
舶

き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
婁
品
は
、
か
な
ら
ず
あ
す
げ
ま

し
ょ
う
。

○
　
事
に
キ
イ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
　
車
の
中
に
衣
類
、
貴
重
品
を
お
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

○
　
車
内
に
は
置
く
な
の
せ
る
な
食
違

品
○
　
カ
ギ
と
監
視
で
ま
ず
安
全

二
、
性
犯
罪
の
防
止

夏
は
ち
か
ん
の
多
い
季
節
で
す
。

○
　
は
で
な
服
装
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。

○
　
夜
道
は
で
き
る
だ
け
連
れ
立
っ

て
、
ま
わ
り
道
で
も
明
る
く
、
人
通

り
の
多
い
道
を
通
り
ま
し
ょ
う
。

○
見
知
ら
ぬ
男
か
ら
誘
わ
れ
て
も
、

奉
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
　
ち
か
ん
や
ひ
っ
た
く
り
の
防
止
に

二
〇
番
フ
ザ
ー
義
行
し
よ
う
。

○
　
家
の
中
で
も
身
だ
し
な
み
に
気
を

つ
け
、
外
か
ら
の
ぞ
か
れ
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

○
　
気
を
つ
け
よ
う
甘
い
言
葉
と
暗
い

導

折
尾
警
察
署
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新　事　務　担　任　表

謀 �課，∴度 �深度補佐 �係　名 �係　　長 �係　　　　　　員 

庶 �柴田　武的 �仲野　丈 �庶　務 �補佐　兼務 �井口一美、園田玲子、高橋ユキ子 

蕩 ���文　宙 �深度：∴〃 �古畑紀子、高　敏昭 

諜 ���企画 財政 �室井　百人 �稲田噸三 山下美和子、沢秀和、 林正弘、太田善胤、松井豊彦 

財 務 �山本　　螢 �石橋清美 ��信行雪鴻 補佐発露 

課 ���説∴務 ��楼井筒、中村智文 

住 �三秒　貞利 � �住民 社会 �鹿毛　裕明 �添田正登、継手敏子 

民 課 ��別田末広 ��丸井　辰椎 
保健 相談 �補佐兼務 課長諌誇 �幸田トシ子、泉原∴滴、秦 

経 �舛添正美 石田修 � �指　導 �柴田征一郎 �半田憩彰 

済 ���専　業 �錠本　敏行 � 

課 ���経∴済 �柴田　昭衝 �継手靖司、松木維直 

土 木 課 �� �土木 建設 �為広　害蔵 �仲山栄子、桑原敏行 

課長　難波 

水 道 諜 �高崎　新吉 � � � �国広乱 

収 入 役 � � � � �泉原照子、香山洋子 

商議 A ：【ミ �措山　守亜 � � � �畑瀬登美子 

教 委 衝 務 局 �三馬昭治郎 � �社会教育 学校教育 �泉原　酒秀 �安永敦子　－ 

昭和45年度第1回献血実績表
（S45．4．末現在）

ミミ一撃 �径庭人口 　A �髄繋i磐血欝 ����採血者 　D 

部落∴＼＼ヽ ��T �� �′′ � �％ 

島∴∴津 �23 �65 � �3 � �3 � 

＿萱＿＿埜＿ 鬼津 � �78 � �＿些 � �9 � 

532 � � �4 ��4 � 

屠∴∴碕 �485 �6 � �6 � �5 � 

別　　府 �838 �81 � �＿塾 � � � 

千代丸 �136 � � �3 � �1 � 

今古賀 �408 �4 � �4 � �3 � 

遠賀IiI �963 �9 � � � � � 

旧　　任 �541 �5 � �4 � �2 � 

広　　漠 �49 �30 � �10 � �6 � 

松ノ　木 �119 �0 � � � � � 

通：∴管 �140 �0 � � � � � 

新　　町 �547 �22 � �11 � �6 � 

」を＿＿董＿ �660 �40 � �8 � �5 � 

上別府 �53 �54 � � � � � 

花　　園 � �（6） � �6 � �4 � 

商∴∴家 � �（48） � �4 � �4 � 

居　　合 � �0 � �0 � � � 

浅　　木 �643 �36 � �1 � �13 � 

老　　良 �272 �57 � �12 � � � 

虫生溶 �710 �28 � �11 � �3 � 

砦薬台 �9 �9 � �7 � �3 � 

東　　町 �570 �0 � � � � � 

西　　町 �168 �0 � � � � � 

町　　外 � � � �3 � �2 � 

職
　
員
　
人
　
事
　
異
　
動

（
六
月
二
　
十
日
付
）

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
　
　
籍
続
繕
熊

の
実
施

七
月
一
日
か
ら
七
月
三
日
の
閲
は
「
　
十
一
日
「
献
血
の
推
進
に
つ
い
て
」
の

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間
」
と
な
　
閣
議
決
定
以
来
全
国
的
に
献
血
通
勤
が

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
九
年
八
月
二
　
推
進
さ
れ
、
本
町
に
於
で
も
本
毎
三
万

も
の
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

五
月
一
九
日
遠
賀
町
公
民
館
に
於
て
採

血
嚢
施
い
た
し
ま
し
た
が
愉
一
層
の

卸
撥
力
を
お
願
い
し
だ
い
と
思
い
ま

す
。
年
に
三
・
四
回
は
採
血
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
会
員
の
申
し
込
み
を

さ
れ
登
録
さ
れ
て
い
て
も
採
血
に
応
じ

ら
れ
な
い
方
は
会
員
の
資
格
変
わ
れ

る
密
に
な
り
、
受
皿
を
必
要
と
す
る
場

合
、
お
困
り
に
な
る
謡
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
辣
血
状
況
を
御
知
ら
せ
し
ま

す。
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殺
虫
剤
の
正
し
い
使
い
方

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
恐
ろ
し
い

日
本
脳
炎
、
惑
刺
等
を
媒
介
す
る
攻
、

ハ
エ
等
の
発
生
が
著
し
く
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
衛
生
竃
の
撲
滅
に
は

殺
虫
剤
に
よ
る
駆
除
と
下
水
溝
、
水
泡

等
の
諒
境
の
清
掃
を
欠
か
す
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
殺
虫
剤
を
使
用

し
な
が
ち
寮
外
成
果
の
あ
が
ら
ぬ
賀
田

が
あ
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
蓮
田

の
多
く
は
、
薬
剤
の
基
本
的
な
使
用
の

法
が
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
原

因
が
あ
り
そ
う
で
す
。

適
切
な
時
期
に
、
○
適
当
な
蓉
誓

正
し
い
方
法
で
散
布
す
る
こ
と
が
肝
要

です。
乳
　
剤

対
象
は
主
に
幼
虫
駆
除
に
用
い
ま
す

が
、
特
例
と
し
て
成
虫
対
象
に
は
、
壁

に
吹
付
け
た
り
テ
ー
プ
に
浸
し
て
蝕
取

り
に
使
用
す
る
嬰
口
も
あ
り
ま
す
。
幼

虫
駆
除
に
は
先
ず
発
生
源
を
つ
き
と
め

ま
し
ょ
う
。

発
生
源

姐
　
便
所
、
ご
み
箱
、
堆
肥
置
場

、
畜
舎
の
床
面
並
に
そ
の
附

近
等

ボ
ー
ブ
ラ
　
下
水
道
、
防
火
用

水
等
の
水
泡
、
竹
の
切
株
、

沼
地
、
草
地
、
ド
ブ
等

乳
剤
の
使
用
法

1
　
所
定
の
稀
釈
倍
数
よ
り
も
少
し
多

い
目
に
う
す
め
、
充
分
に
散
布
し
て

下
さ
い
。

2
　
赦
布
に
は
ジ
ョ
ウ
ロ
等
で
円
）
ケ
濡

く
よ
う
に
周
囲
よ
り
徐
々
に
中
心
部

に
撒
い
て
下
さ
い
。

3
　
乳
剤
原
液
を
研
釈
そ
の
他
取
扱
う

場
合
に
は
、
皮
膚
に
直
接
つ
か
な

い
よ
う
に
注
意
し
、
特
に
乳
剤
原
液

－
～
泉
で
稀
釈
す
る
抱
合
に
は
石
け
ん

液
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
性
物
質
の
混
入

を
さ
け
、
緩
拝
は
棒
切
れ
等
を
僅
用

し
、
手
で
撹
拝
し
な
い
よ
う
に
し
て

下さい。

4
　
稀
釈
液
は
、
使
用
す
る
都
度
に
作

り
、
そ
の
液
を
何
時
迄
も
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
お
き
ま
す
と
、
分
離
や
分

解
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

粉
末
乳
剤

完
全
に
水
に
溶
け
る
新
し
い
タ
イ
プ

の
粉
末
状
の
殺
虫
剤
で
す
。
答
虫
に
応

じ
て
水
に
適
量
を
溶
か
し
、
発
生
源
対

策
、
幼
虫
対
策
、
成
虫
対
策
用
と
し

て
、
従
来
の
乳
剤
の
よ
う
に
使
用
で
き

ま
す
。
又
、
粉
末
の
ま
ま
、
便
池
、
溜

池
、
ド
プ
な
ど
発
生
源
に
霊
麗
人
す

る
使
い
方
も
で
き
ま
す
。

粉
末
状
で
す
の
で
持
ち
運
び
が
簡
単

で
引
火
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
叉
、

小
分
包
（
五
g
入
）
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
町
内
会
な
ど
衛
生
組
織
へ
の
配
布

の
場
合
大
変
便
利
で
す
。

粉
末
乳
剤
の
使
用
法

1
　
上
記
乳
剤
の
使
用
法
の
項
と
同
様

に
使
っ
て
下
さ
い
。

2
　
粉
末
の
ま
ま
発
生
源
（
便
池
、
溜

池
、
ド
フ
な
ど
）
に
直
接
投
入
し
て

下
き
い
。
但
し
、
そ
の
場
合
、
使
用

揚
所
は
水
の
あ
る
所
に
し
て
下
さ

，
＞油

　
剤

対
象
は
主
に
成
虫
駆
除
に
用
い
ま
す
。

室
内
（
主
に
天
井
及
び
壁
）
そ
の
他
屋

内
外
で
蚊
・
ハ
エ
の
集
り
そ
う
な
と
こ

ろ
を
さ
が
し
て
下
さ
い
。

油
剤
の
使
用
法

1
　
原
液
を
そ
の
ま
ま
（
乳
剤
の
よ
う

に
水
で
薄
め
ま
せ
ん
）
噴
霧
器
で
散

布
し
ま
す
。

2
　
屋
内
で
の
蚊
駆
除
の
た
め
に
は
、

蚊
の
よ
く
と
ま
る
風
通
し
の
悪
い
と

こ
ろ
、
物
蔭
を
主
に
、
屋
外
で
は
、

蜜
杏
の
内
外
、
ご
み
捻
堪
、
下
水

海
等
に
主
と
し
て
ま
い
て
下
さ
い
。

3
　
屋
内
で
の
ハ
エ
駆
除
の
た
め
に

は
、
台
所
や
そ
れ
に
隣
接
す
る
部
屋

の
天
井
や
塵
に
噴
務
し
て
下
さ
い
。

そ
の
場
合
壁
を
裏
返
し
て
お
く
と
ノ

ミ
・
ダ
ニ
簿
の
駆
除
も
出
来
ま
す
。

4
　
油
剤
を
盆
栽
や
植
木
等
に
彊
鞍

布
す
る
こ
と
は
避
け
て
下
さ
い
。

※
建
霧
と
は
油
剤
を
煙
窮
状
に
し
て

使
用
す
る
方
法
で
必
ず
壇
定
演
を
用

い
ま
す
。
広
範
囲
な
屋
内
、
手
の
と

ど
か
ぬ
高
所
や
物
蔭
の
駆
除
に
有
効

で
、
冬
期
、
最
盛
期
を
通
じ
て
行
な

わ
れ
ま
す
。
よ
り
大
き
な
効
果
を
得

る
た
め
に
は
煙
霧
化
状
態
の
よ
い
製

品
を
選
ぶ
こ
と
が
必
愛
で
す
。

粉
　
剤

対
象
は
主
に
濡
れ
て
は
困
る
場
所
に
用

い
ま
す
。
畳
下
、
床
下
、
曇
蕃
丙
、

天
井
裏
、
竹
や
ぷ
等
に
散
布
し
ま
す
。

粉
剤
の
使
用
法

1
　
粉
剤
散
布
を
す
る
前
に
は
必
ず
屋

内
外
を
清
掃
し
て
下
さ
い
。

2
　
努
め
て
均
一
に
散
布
し
ま
す
と
よ

り
効
果
的
で
す
の
で
、
散
布
器
の
な

い
時
は
、
日
の
粗
い
布
袋
（
ガ
ー
ゼ

・
サ
ラ
ン
等
）
に
入
れ
て
振
り
出
し

て
下
さ
い
。

3
　
散
布
に
は
風
上
か
ら
行
な
い
、
出

来
れ
ば
無
風
時
を
遭
ん
で
下
さ
い
。

野
外
で
は
雨
天
の
前
を
避
け
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

4
　
広
大
な
地
域
や
水
面
へ
の
散
粉
は

動
力
散
粉
が
最
も
効
果
的
で
す
。

殺
虫
塗
布
料

特
に
ゴ
キ
ブ
リ
（
油
虫
）
の
殺
誠
に

用
い
ま
す
が
、
ア
リ
、
自
ア
リ
、
南
京

虫
等
他
の
衛
生
害
虫
の
駆
除
に
も
使
用

し
ま
す
。
塗
布
に
際
し
て
は
、
ゴ
キ
ブ

リ
、
白
ア
リ
等
が
生
息
、
又
は
よ
く
通

る
所
を
陶
べ
適
切
な
毯
所
に
塗
布
し
ま

す。

ゴ
キ
ブ
リ
を
対
象
と
し
た

塗
布
揚
所

ガ
ス
台
、
カ
マ
ド
の
裏
側
お
よ
び
ま

わ
り
、
流
し
、
調
理
台
の
裏
側
及
び
ま

わ
り
、
柱
、
板
の
わ
れ
目
、
す
き
問
、

角
、
戸
棚
の
天
井
、
引
出
し
の
内
側
、

壁
の
塗
下
、
便
所
の
ま
わ
り
等
人
の

さ
わ
ら
ぬ
所
。

塗
布
料
の
使
用
法

1
　
塗
布
す
る
揚
合
は
通
風
を
よ
く

し
、
塗
布
面
が
ぬ
れ
て
い
る
と
き
は

よ
く
乾
か
し
て
か
ら
塗
布
し
ま
す
。

2
　
刷
毛
で
塗
布
す
る
場
合
は
、
三
～

五
働
態
の
筒
状
に
薄
く
塗
っ
て
下
さ

3
エ
ア
ゾ
ー
ル
壁
を
用
い
る
馨

は
、
塗
面
よ
り
一
五
⊥
一
〇
∞
離
れ

た
所
よ
り
噴
射
し
、
諾
状
に
塗
布
す

る
よ
う
に
吹
き
つ
け
て
下
さ
い
。

◎
　
薬
剤
の
使
用
及
び
寂
抜

上
の
注
意

1
　
薬
剤
は
子
供
の
手
の
届
か
な
い
所

に
保
存
し
、
皮
膚
、
飲
食
物
、
食

器
、
小
児
の
お
も
ち
ゃ
、
飼
料
等
と

一
緒
に
お
か
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い。
2
　
間
違
っ
て
飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り

し
な
い
よ
う
に
注
暮
し
て
下
さ
い
。

3
　
散
布
に
際
し
て
は
液
や
粉
を
吸
わ

な
い
よ
う
に
注
意
し
、
皮
膚
に
つ
い

た
璧
口
は
石
め
ん
水
で
洗
っ
て
下
さ

4
　
稀
釈
、
散
布
等
に
使
用
し
た
器
具

類
は
使
用
後
石
け
ん
水
で
よ
く
洗
っ

て
下
さ
い
。

5
　
使
用
後
は
必
ず
確
実
に
撃
を
し
て

喧
射
日
光
を
さ
け
、
火
気
の
な
い
場

所
に
保
存
し
て
下
さ
い
。
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産
税
第
二
期

期
限
　
七
月
二
五
日

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

農
地
の
転
用
許
可
は
必
ず
受
け
る
事

′
昭
和
4
6
年
度
派
米

農
業
研
修
生
の

募
集
に
つ
い
て
〟

一
、
派
遣
期
間
2
ヶ
年

二
、
募
集
締
切
　
昭
和
鯨
年
7
月
柳
日

三
、
提
出
書
類

申
込
書
、
健
康
診
断
蕾
、
戸
籍
抄
本

1
通
ず
つ
、
健
康
診
断
雷
に
Ⅹ
憩
所

見
に
使
用
し
た
大
陸
版
レ
ン
ト
ゲ
ン

フ
ィ
ル
ム
を
添
付
す
る
こ
と
。

四
、
番
竃
門
コ
ー
ス

酪
農
、
肉
牛
、
養
豚
、
黍
鶏
、
果
樹

ソ
菜
、
親
筆
園
芸

※
向
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
窃
経
藁

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

福
岡
県
心
身
障
害
者

扶
養
共
済
制
度
に
つ
い
て

県
で
は
昭
和
四
五
年
四
月
一
日
か
ら
、

心
身
に
障
害
の
あ
る
児
（
者
）
を
扶
養

し
て
い
る
方
々
に
万
一
の
こ
と
が
生
じ

た
場
合
に
、
そ
の
残
さ
れ
た
方
や
、
子

供
さ
ん
の
生
活
の
不
安
を
な
く
す
た
め

に
扶
翼
済
制
度
奉
安
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

年
金
支
給

※
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
経
基
会
係

に
お
た
ず
ね
の
上
、
加
入
ご
帝
望

下さい。
勧
寄
附
御
礼

次
の
各
位
か
ら
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
対
し
て
、
特
別
露
を
頂
き
ま
し

た
。
紙
上
を
以
て
御
厚
志
に
対
し
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

記

快
気
祝

一
、
金
一
封
小
川
登
一
郎
殿

香
典
返
し

「
金
一
封
松
ノ
木
故
柴
田
忠
氏

喪
主
　
柴
田
　
力
殿

「
金
一
封

広
漠
　
故
　
栗
田
フ
ジ
子
氏

喪
主
　
栗
田
幸
徳
　
殿

「
金
一
封

浅
木
故
　
小
田
擬
次
氏

喪
主
　
小
田
晋
介
殿

「金一封
東
町
i
数
正
宗
ク
二
言
氏

喪
主

一
、
金
一
封

別
府
故

喪
主

一
、
金
一
封

松
ノ
本
敬

愛
圭

一
、
金
一
封

鬼
津
　
故

喪
主

一
、
金
一
封

東
町
　
故

喪
主

「
∴
金
一
封

今
裏
故

喪
主

一
、
舎
封

新
町
　
改

変
圭

一
、
金
一
封

別
府
　
接

受
圭

一
、
金
一
封

接
木
　
故

喪
主

山
本
昼
一
般

平
岡
宮
平
氏

平
岡
徳
高
殿

柴
田
キ
ク
子
民

業
四
二
壷
∴
殿

太
田
　
浩
　
氏

太
田
三
千
霞

川
原
田
稔
生
民

川
原
田
欝
殿


